
貴学は、経営方針に基づいて情報を有効に活用できていますか？
貴学の事業戦略・情報戦略、情報活用について、悩みを抱えておられませんか？

 ●「経営方針と事業が上手くリンクできていますか？」
→【解決策】経営戦略に基づく事業方針が必要です。
 ●「戦略的な情報の活用はできていますか？」
→【解決策】IR※オフィスの設置・情報を戦略活用する仕組みが

必要です。
 ●「欲しい情報は直ぐに見られますか？」
→【解決策】情報の統合/連携が必要です。

※ IR＝Institutional Research

大学情報化構想策定支援コンサルティングとは？
上記の悩みを解決するために、貴学のトップ（経営方針）、現場（事務職員、教員）、顧客（高校生・学生・卒業生、保護者など）の問題点・ニーズ、シー
ズを調査し、貴学にマッチしたコンセプト、ビジョン、取り組みテーマ、業務・システムの施策を貴学とともに検討し、情報化構想の策定をご支援し
ます。

 ●事業戦略の策定（コンセプト、ビジョン）
 ●情報戦略の策定（取り組みテーマ、施策）
 ●情報化構想の策定（あるべき姿、システム要件）

大学情報化構想策定のメリットと効果とは？
貴学において大学情報化構想を策定することで、短期・中長期の方向性（あるべき姿）、業務・システム施策、新業務・システムの要件が明確化され、大
学経営基盤強化に向けたシナリオが完成します。

 ●貴学の方向性の明確化、業務・システム施策の明確化、新業務・システム要件の明確化

【効果】
志願者数の増大
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①経営層・学生・事務職員・教員の4者の視点で検討
②顧客である学生のライフサイクルを中心に検討（高校生～卒業生）
③学内・外の問題点・ニーズ、シーズから検討

大学経営基盤強化（競争力・独創力）

高コスト体質改善・風土改革 帰属収入の拡大ブランド力向上

IRオフィスの設置・情報活用 業務の効率化 学生サービス向上教育・研究の質の向上

http://www.fujitsu.com/jp/group/fri/services/business-services/business-consulting/public/menu.html

サービスカタログ

大学情報化構想策定支援コンサルティング
貴学の大学経営基盤強化に向けて
グローバル化・多様化時代を勝ち抜くための事業戦略・情報戦略はお持ちですか？



大学情報化構想策定支援コンサルティングの内容

（1）コンサルティングの流れ
コンサルティングの実施にあたっては、基本6か月の期間で、経営層・事務職員・教員・学生・情報システム部門のご担当者に参加していただくWGを運
営し、貴学のあるべき姿、情報化構想の策定をご支援します（WGの運営の例：教育・学生WG、研究・財務WG、IR・統合DBWG）

弊社のご支援の特徴
コンサルティングにあたっては、弊社から貴学に合わせてカスタマイズした進め方、手法、ドキュメントのテンプレートをご提示するとともに、プロ
ジェクトに参加していただくメンバーへ先進事例などをご紹介し、情報共有・意識付けを行います。

（2）情報化構想策定の進め方
弊社では、貴学のトップインタビュー（経営層）、事務職員・教員・学生の問題点・ニーズを調査し、コンセプト、ビジョン、施策へと展開し、情報化構
想の策定をご支援します。

プロジェクト
計画策定

トップ
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業務・システムの
現状整理

情報化構想
策定

6か月程度■所用期間

コンセプト、
ビジョンの策定

戦略テーマ、
施策の策定

あるべき姿、
システム要件
の策定

ワーキング・グループなどの運営支援

トップの想い

①トップインタビューの実施

学長
副学長

学部長など

貴学の基本方針

②問題点・ニーズの調査
調査結果

・・・

貴学の今後の方針・方向性
や問題点などをヒアリング

ビジョン明確化のため
の問題点分析や施策へ
のニーズの反映

具体的な施策立案するための情報

・・・

・・・

コンセプト

ビジョン ビジョンの具体化

既存システム
調査結果

現行業務の
調査結果

③課題抽出・コンセプト・ビジョンの策定

トップインタビューや基本方針
をもとに、コンセプトを定義

⑤施策（業務・システム）
の検討

WGメンバ
（業務・システム部門の
管理職・担当者）

現状・問題点

改革の方向性

システム可否
判定

現状値 達成時期目標値
受験者数受験者の増加

KPI改革目標

他事例の資産流用が可能

実現にあたっての制約なし

特に緊急性なし
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経済性
実現性

貴学を受験する受験生対象顧客

取組み
テーマ
定義表

改革テーマ 受験者のプロフィール等に基づく情報提供
No

1-1-1改革目標 受験者サービスの向上による受験者の増加・維持

・・・
・受験に関する情報がホームページで一元的に管理されているが、情報量が多く、
個々受験者に必要な情報を検索するのが大変である
・
・

業務施策 システム施策

・情報の更新、プロフィールとの紐
付けを行う運用方法、体制構築
・
・

・受験者のプロフィール登録機
能
・プロフィールに基づく情報の抽
出・参照機能
・受験者ごとのポータルサイト

・・・
・個々受験者のプロフィール（住所、志望学部等）ごとに、必要な情報を自動配布を
する
・受験生が専用ポータルにアクセスすることで、受験に関する個々人に適した情報を
入手することができる
・

検討事項
・プロフィール（住所、志望学部等）ごとに、抽出する受験に関する情報を精査する
必要がある

・・・
緊急性

取組みテーマ定義表

貴学を受験する受験生貴学を受験する受験生

取組みテーマ定義表

貴学を受験する受験生貴学を受験する受験生対象顧客

取組み
テーマ
定義表

改革テーマ 受験者のプロフィール等に基づく情報提供
No

1-1-2改革目標 受験者サービスの向上による受験者の増加・維持

イメージ図

あるべき姿の具体化

情報化構想

取組みテーマごとに、
あるべき姿を策定

取組みテーマごとのあるべき
姿を踏まえ、新情報システム
の全体像を策定

⑤あるべき姿・システム要件の策定

取組みテーマごとに、目標
や対象顧客、現状の問題点、
改革の方向性、施策（業務・
システム）などを整理

得られたビジョン
を実現するための
取組みテーマを
WGで検討

④取組みテーマ・施策
（業務・システム）の策定

①ステークホルダー参加型WG・会議の運営支援
②国内・海外の業務・システム・情報活用の先進事例紹介
③貴学の現状業務・システムの体系整理（AsIs）
④情報化構想、業務・システムのあるべき姿の策定（ToBE）
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